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参考資料の配付について 

 

 このことについて，令和６年４月２６日に開催された「函館市地域公共交通 

協議会令和６年度第１回総会」において議題として提出された資料を，下記の 

とおり配付いたします。 

 

記 

 

〇 配付資料 

  ・函館市地域公共交通協議会 令和６年度第１回総会資料 
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函館市地域公共交通協議会令和６年度第１回総会 議題概要 
 
議題 
番号 議題 概要 

１ 令和５年度事業報告および収支決算に
ついて 

 令和５年度の事業内容および収支決算について 
報告するもの。 

２ 令和６年度事業計画（案）および収支
予算（案）について 

 令和６年度に予定している事業内容および収支
予算について協議するもの。 

３ ＡＩデマンド交通実証運行について  令和６年度に実施予定のＡＩデマンド交通実証
運行について協議するもの。 

４ 函館市ＬＲＴ整備計画について 
函館市ＬＲＴ整備計画に基づき，令和６年度に

実施予定の交通サービス利便向上促進事業につい
て協議するもの。 

 



 

函館市地域公共交通協議会 
令和６年度第１回総会 資料 

 

 

 
資料１−１   令和５年度事業報告 

資料１−２   令和５年度収支決算書 

資料１−３   監査報告書 

資料２−１   令和６年度事業計画（案） 

資料２−２   令和６年度収支予算書（案） 

資料３     ＡＩデマンド交通実証運行について 

資料４     函館市ＬＲＴ整備計画 
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函館市地域公共交通協議会 令和５年度 事業報告 

 

 

１．函館市地域公共交通協議会第１回総会 

 期日 令和５年６月２３日（金） 

 場所 函館市役所８階大会議室 

  議題 ・副会長の選任について 

     ・令和４年度事業報告および収支決算について 

     ・令和５年度事業計画(案)および収支予算(案)について 

     ・令和６年度函館市地域内フィーダー系統確保維持計画につ

いて 

     ・その他 

 

２．第２回総会 

  期日 令和５年８月２８日（月） 

  場所 アクロス十字街４階大会議室 

  議題 ・函館バス株式会社における路線バスの経路変更および系統

廃止について 

・令和５年度函館市生活交通改善事業計画（ユニバーサルデ

ザインタクシー等導入促進事業）の策定について 

・その他 

 

３．第１回ワーキンググループ会議 

  期日 令和５年９月２２日（金） 

  場所 函館市役所８階第２会議室 

  議題 ・座長の選任について 

     ・函館市地域公共交通計画について 

     ・その他 

 

 

資料１―１ 
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４．第３回総会 

  期日 令和５年１０月２７日（金） 

  場所 函館市消防本部５階防災多目的ホール 

  議題 ・正副会長および監事の選任について 

     ・函館市地域公共交通計画（素案）について 

     ・路線バス上限運賃改定に伴う協議運賃区間におけるバス乗

車料金の改定について 

     ・その他 

 

５．第１回協議運賃分科会 

  期日 令和５年１０月２７日（金） 

  場所 函館市消防本部５階防災多目的ホール 

  議題 ・路線バス上限運賃改定に伴う協議運賃区間におけるバス乗

車料金の改定について 

・その他 

 

６．第４回総会（書面開催） 

  期日 令和５年１２月１２日（火）（書類送付日） 

  議題 ・令和５年度函館市地域内フィーダー系統確保維持事業（望

洋団地線）の評価について 

・令和４年度地域公共交通バリア解消促進等事業（バリアフ

リー化設備等整備事業）の評価について 

 

７．第５回総会 

  期日 令和６年２月２２日（木） 

  場所 函館市消防本部５階防災多目的ホール 

  議題 ・函館バス株式会社における路線バスの減便および路線の廃

止について 

     ・その他 



（収入の部） (単位：円)

説　　明

負担金 510,000 510,000 0 函館市

補助金 0 0 0

雑　入 1,000 14 △ 986 預金利息

合　計 511,000 510,014 △ 986

（支出の部） (単位：円)

説　　明

事務費 510,000 510,014 △ 14

　　報償費 440,000 200,000 240,000
協議会委員報酬
【増減理由】会議開催回数の減
等による報酬の減

　　需用費 0 0 0

　　使用料及び
     　　　　賃借料

14,000 0 14,000

　　役務費 56,000 19,580 36,420 郵送料，振込手数料等

　　償還金，利子
　　　 及び割引料

0 290,434 △ 290,434 函館市への負担金の返還

予備費 1,000 0 1,000

合　計 511,000 510,014 986

収支差額　：　 ０円

函館市地域公共交通協議会 令和５年度収支決算書

科　　目
予　算　額

(A)
決　算　額

(B)
比　較

(B)－(A)

科　　目
予　算　額

(A)
決　算　額

(B)
比　較

(A)－(B)

資料１－２



 

資料１－３ 
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函館市地域公共交通協議会 令和６年度 事業計画（案） 

 

 本協議会は，地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19

年法律第 59 号。以下「活性化再生法」という。）および道路運送法（昭

和 26 年法律第 183 号）の規定に基づき，公共交通に関する各種協議を行

うとともに，ＡＩデマンド交通実証運行（詳細下記）について取り組む。  

 

○ ＡＩデマンド交通実証運行（西部地区） 

 １．目  的 

  「函館市地域公共交通計画」（令和６年１月策定）の施策の一環

として，市内の中で公共交通の利便性の低い地域において，現在の

公共交通を補完し，またはこれと置き換わる効率の良い新しい公共

交通を模索する試みとして，「ＡＩデマンド交通」の導入に向け，

期間・地域を限定した実証運行を実施し，以下について実証する。 

   (1) 予約制の相乗り運行となる「ＡＩデマンド交通」が導入地区

における移動を便利にするものとして，その仕組みが住民等か

ら受け入れられることの確認 

   (2) 将来的な本格運行に向け，適正な運行内容および車両台数等

の検証 

   (3) 利用者アンケートによる運行内容の改善に向けた意見の収集 

 ２．実施時期  令和６年11月～令和７年２月の日中時間帯 

３．実施内容 

  公立はこだて未来大学発のベンチャー企業であり，既に市内で

運行実績を有していることから，(株)未来シェア製のＡＩデマン

ド配車システム「ＳＡＶＳ」を活用し，市内タクシー事業者の有

する営業車両２～４台程度による運行を行う。 

４．利用料金  有料（１乗車につき３００円程度を想定） 

５．運行区域  函館山山麓地域（入舟町，船見町，弥生町，弁天町 

大町，末広町，元町，青柳町，谷地頭町，住吉町，

宝来町 乗降地点両方が運行区域内にある場合に 

限る） 

資料２－１ 
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 ６．そ の 他 ・ タクシー事業者の選定にあたっては，市内の法 

人タクシー事業者 15 社を対象とし，公募する。 

・ 利用者が希望する任意の地点（ただし，各種法 

令により停車が禁止されている地点や，運転手が 

危険と判断した地点等を除く。）で乗降できる「ド 

ア・ツー・ドア」方式を想定し，ミーティングポ 

イント（指定乗降地点）は設けないこととする。 



（収入の部） (単位：千円)

説　　明

負担金 22,839 510 22,329 函館市

雑　入 1 1 0 預金利息等

合　計 22,840 511 22,329

（支出の部） (単位：千円)

説　　明

事業費 22,354 0 22,354

　　需用費 322 0 322
印刷物作成，消耗品（印紙，事務
用品等）購入

　　使用料及び
      賃借料

1,953 0 1,953
説明会会場，AIデマンド配車シス
テム使用料

　　役務費 639 0 639 広告掲出，物品搬送等

　　委託料 19,440 0 19,440

事務費 485 510 △ 25

　　報償費 390 440 △ 50
本協議会　５回，分科会　２回，
ＷＧ会議　５回想定

　　需用費 0 0 0

　　使用料及び
      賃借料

14 14 0 協議会会場使用料

　　役務費 81 56 25 郵送料，振込手数料等

　　償還金，利子
      及び割引料

0 0 0

予備費 1 1 0

合　計 22,840 511 22,329

車両運行，コールセンター等

函館市地域公共交通協議会 令和６年度収支予算書（案）

科　　目
令和６年度
予算額 (A)

令和５年度
予算額 (B)

比　較
(A) - (B)

科　　目
令和６年度
予算額 (A)

令和５年度
予算額 (B)

比　較
(A) - (B)

資料２－２



ＡＩデマンド交通実証運行について

【 実証運行の目的 】

・効率的で利便性の高い公共交通ネットワーク形成のためのＡＩデマンド交通導

入に向けた，適正な運行内容と事業規模および利用者の新サービスへの受容性

の確認

・バス運転手不足へ対応するため，大型二種免許以外で運行可能な交通モードへ

の転換可能性について検証

・函館山山麓の急な斜面に宅地が立地していることがバス停・電停などへの徒歩

移動を困難にしているという，西部地区の交通上の課題の解消手段となるかど

うかの検証

1

※ 本資料における西部地区の定義

ＡＩデマンド実証運行エリアとして，

入舟町，船見町，弥生町，弁天町，大町，末広町，

元町，青柳町，谷地頭町，住吉町，宝来町

を指すものとする。

資料３



函館市の公共交通が抱える課題
� バス路線が複雑で，分かりにくく利⽤しづらい
� 公共交通の利便性が低いエリアが存在
� 路線バスなどの利⽤者数が低迷
� 公共交通の担い⼿不⾜

複雑なバス路線（R4.10.1ダイヤ） バス利⽤者数（単位︓千⼈）

2
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目指すべき将来の
公共交通ネットワーク

� 「函館市地域公共交通計画」において，目指すべき将来像として『幹線
交通とフィーダー交通の役割明確化』を掲げており，フィーダー交通等
を担う地域特性に応じた新たな交通モードについて検証が必要。

3

目指すべき将来の
公共交通ネットワーク
（函館市地域公共交通計画）



⻄部地区の公共交通が抱える課題
� 坂下の公共交通機関や商業施設への移動を阻害する急坂
� 市内他地区より進⾏する⾼齢化

（⻄部地区45.0%，全市37.0% ※R6.2⽉末住⺠基本台帳ベース）

4

⻄部地区 色別標⾼図
（地理院地図「電⼦国⼟Web」※一部加工）

【標⾼凡例】

低←

標

⾼

→
 

⾼

市電
路線バス（43系統）
住宅の存在する
最⾼地点線

【経路図凡例】



令和４年度グリーンスローモビリティ
実証運⾏
� 坂道の上り下りをサポートするため「小さな交通」として低速電

動カートを運⾏（無償運⾏）
� ⽇毎に異なるコースを３０分間隔で循環し，経路上のどこでも乗

り降りできる「フリー乗降」制。（⾞両の現在位置および乗⾞中利
⽤者数をＷＥＢ上で確認可能。）

5

運⾏中風景（弁天町）

経路図（フライヤーより抜粋）



令和４年度グリーンスローモビリティ
実証運⾏
� ３０⽇間運⾏，延８２７⼈利⽤（２７．６⼈/⽇）
� 小型静⾳⾞両の特性を活かし，バスでは進⼊が難しい隘路を積極

的に運⾏し，住⺠による住居から坂の下（商業施設，公共交通機関
等）までの交通アクセスを補完。

� 利⽤者には概ね好評であり，坂道や狭い道が多い地域においては
有⽤であるが，事業採算性の面では厳しい。

6

アンケート結果（居住地別利⽤目的）

【 結 果 】

⽇別利⽤実績



実証運⾏の基本的考え⽅
� 通勤・通学時間帯は相当量の移動需要があることから，必要な輸送

量を確保するため，朝・⼣は市電・路線バスに輸送を委ねる。

� ⽇中時間帯は利⽤者数が減少し，
移動需要は買い物・通院等の小口で
多彩な目的地への移動となることから，
効率の良い小口輸送により坂道の移動
困難が克服可能かを検証する。

� ⻄部地区は狭い道も多く，⼤型路線バスが運⾏できない地域が多い
ことから，小型⾞両（タクシー⾞両）を⽤いる。

7

バス･市電 → ← バス･市電 →

通勤・通学時間 通勤・通学時間

9:00 ← デマンド交通運行 → 16:30

デマンド交通イメージ（国⼟交通省）



運⾏内容（案）

【 概 要 】

運行エリア内の任意の地点（※）で乗
降できる，タクシー車両を用いたＡＩデ
マンド方式の乗合運行

� 運行期間：Ｒ６.１１月～Ｒ7. ２月

� 運行時間：９：００～１６：３０

� 利用料金：有料

（300円/回程度を想定）

� システム：ＳＡＶＳ

（株式会社未来シェア）

� 運行台数：２～４台程度

� 予約方法：ＷＥＢまたは電話

� 関係法令：道路運送法第２１条

（※） 駐停車が禁止されている箇所や，運転

手が危険と判断する箇所を除く。

8

【 運⾏エリア 】

十字街

谷地頭温泉

コープさっぽろ

マックスバリュ

サツドラ

住⺠の利⽤が想定される施設

医療機関
（病院･診療所･⻭科･あん摩･柔整）

ツルハドラッグ

宝来町

バス・市電への交通結節点

ＡＩデマンド交通運⾏エリア



期待される効果

� 路線バスの機能の補完または代替

→ 公共交通の需要が低下する日中時間帯において，新たな交通モー
ドによる既存公共交通機関を含めた利便性向上を図るほか，深刻化
する路線バス運転手不足対策への対応策のひとつとして，将来的に
日中時間帯に大型二種免許以外で運行可能な交通モードへの転換可
能性について検討する。

� 西部地区内での交通充実による地域の活性化

→ 乗合方式による移動サービスにより，坂道移動の困難性を解消す
ることによって外出を促進することが期待でき，地域住民の経済活
動の活発化や健康増進効果などが期待できる。

9



配⾞システムについて
� システム：株式会社未来シェア製システム「ＳＡＶＳ」

� 採用理由：公立はこだて未来大学発の市内企業であり，既に同大学が
主体となり数度の実証実験を市内で実施済みであること，結果検証に
関するシミュレーションが可能であることなどを評価。

10

（株式会社未来シェア）



タクシー事業者の選定について
� 市内タクシー事業者（法人１５社）の中から，公募により選定する。

� タクシー事業者とは業務委託契約を締結し，契約単価に基づき，車
両台数，運行日数の実績に応じた委託料を支払う。

� 利用者から収受する利用料金は，運行するタクシー事業者の収入と
なることから，その収入額相当分を当協議会からの委託料から減額し，
受託したタクシー事業者には安定的な収入を担保する一方で，利用者
の増加が運行経費の縮減に繋がる仕組みとする。

11

事業者名

9 相互交通

10 センターハイヤー

11 鈴蘭タクシー

12 ことぶき第一交通

13 北の星タクシー

14 桔梗ハイヤー

15 いさり火ハイヤー

市内のハイヤー・タクシー事業者

事業者名

1 moomoo-taxi

2 美咲第一交通

3 北海小型タクシー

4 函館タクシー

5 函館交通

6 函館オーシャンタクシー

7 道南ハイヤー

8 東海ハイヤー



協議事項
� (1) 配車システムについて，市内企業である株式会社未来シェアが

開発したシステム「ＳＡＶＳ」を利用したい。

� (2) タクシー事業者の選定にあたり，市内タクシー事業者（法人15
社）を対象とし，以下の条件により公募したい。

【委託に係る条件】

・運行期間：令和６年１１月～令和７年２月

・運行時間：９：００～１６：３０

・利用料金：有料

（料金収受作業および釣銭等準備も事業者対応）

・システム：ＳＡＶＳ

・運行台数：２～４台程度

（最低２台，最大４台を確保可能であること）

・予約方法：ＷＥＢまたは電話（電話対応も事業者対応）

12



（地域の関係者との連携・協働）

（実証事業により⾒込まれる効果）

取組の詳細

函館市⻄部地区ＡＩデマンド交通実証運⾏事業参考

本実証運⾏は函館市の新たな移動サービスについて検証するものであるため、交通事業者や市⺠などの幅広い意⾒を取り⼊れて進める
必要があることから、現在その機能を有している函館市地域公共交通協議会が主体となる。また、公⽴はこだて未来⼤学発の市内企業
である株式会社未来シェアが提供する配⾞システムを使⽤し、将来的な本格運⾏の主体となり得る市内のタクシー事業者を運⾏主体と
するほか、地域内の⽣活拠点である商業施設が運⾏のＰＲを担うものである。

乗合⽅式による移動サービスにより、⻄部地区特有の坂道移動の困難性を解消することによって外出を促進することが期待でき、地域住
⺠の経済活動の活発化や健康増進効果などが期待できる。また、公共交通の需要が低下する⽇中時間帯において、新たな移動サービ
スによる既存公共交通機関を含めた利便性向上を図るほか、深刻化する路線バス運転⼿不⾜対策への対応策のひとつとして、将来的
に⽇中時間帯に⼤型⼆種免許以外での運⾏可能な交通モードへの転換可能性について検討が可能となる。

函館市地域公共交通協議会

事業の全体像・共創の仕組み

本格運⾏の際に主体的役割を果たすため地域
公共交通協議会と連携、負担⾦の⽀出

函館市

実績報告

共創プラットフォームの運営
各種調整・検証等

実施主体

市内タクシー事業者
営業⾞両を⽤いたＡＩデマンド交通実証運⾏

の実施および実績等の報告

運⾏主体

運⾏委託

配⾞システムの提供

株式会社未来シェア

チラシ・ポスター・アンケート回収箱設置等の
協⼒

地域内商業施設（５店舗）参画・負担⾦

システム提供

ポスター設置等協⼒

（仮称）函館市⻄部地区ＡＩデマンド交通実証運⾏共創プラットフォーム



函館市ＬＲＴ整備計画

（令和６年度実施計画）

函館市企業局

資料４



〇．事業の実施計画

事業名 数量 完成年月日 概要

予算額： 132,326,700 円（税込）

国補助金 44,110,000

市補助金 33,081,675

企 業 債 55,100,000

自己資金 35,025

計 132,326,700

深堀町～駒場車庫前間

現況

令和６年度　交通サービス利便向上促進事業【ＬＲＴ・ＩＣカード等】

事業費

内　訳
163ｍ

制振軌道の整備
　（深堀町～駒場車庫前間）

令和6年12月15日
（予定）

・当該区間は昭和58年度～平成元年度に整備され，既
　に33年～40年経過しており，軌道の老朽化により摩
　耗や締結の弱体化等による軌道狂いが著しく，安全
　な電車走行を確保するため,163ｍの間を改良する。
・既設37㎏レールを50㎏Ｎレールに重レール化し，軌
　道強化を図り，レールの側面にゴム製のパッキン材
　を装着させ，電車走行時の振動・騒音を軽減し，冬
　期間は圧雪防止できる構造に改良する。
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　　深堀町～駒場車庫前間軌道改良工事位置図
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　　深堀町～駒場車庫前間軌道改良工事施工箇所図
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〇．事業の実施計画

事業名 数量 完成年月日 概要

予算額： 135,410,000 円（税込）

国補助金 45,136,666

市補助金 33,852,500

企 業 債 56,400,000

自己資金 20,834

計 135,410,000

十字街停留場

現況

令和６年度　交通サービス利便向上促進事業【ＬＲＴ・ＩＣカード等】

事業費

停留施設の整備
（十字街停留場）

令和6年12月10日
（予定）

・十字街電停安全地帯において，訪日外国人旅行者お
　よび高齢者等の利便性の向上および安全性の向上を
　図るため，プラットホームの有効幅員拡幅のほか，
　スロープおよび上屋を設置する。

内　訳
1式
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十字街電停安全地帯改良工事位置図
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十字街電停安全地帯改良工事図
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十字街電停外観イメージ図
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